
甲山☆おさんぽ隊～元気に親子で自然を学ぼう～ 

西宮の特産品を味わおう～子どものもりもりクッキング～ 

 

私たちは地域の良いところを知り、好きになってもらうことが地域活性化に繋がると思い、西宮の自然や特

産品を楽しく学べるイベントを企画しました。 

 

●甲山☆おさんぽ隊 

～元気に親子で自然を学ぼう～● 

 

(日時) 2014年 10月 19日 (日) 

(場所) 甲山森林公園 

(参加者) 4家族 15名(小学校低学年まで) 

(学生スタッフ) 9名 

 

下見のために何度か甲山に登り、事前準備に追われ

ながらも、ついに迎えたイベント当日。 

子ども達に会えることを楽しみにしながらも、みん

な少し緊張した表情で集合し、受付を開始しまし

た。 

まず自己紹介とアイスブレイクを行いました。甲

山に生息する動物の名前の文字数と同じ人数のチー

ムを作り、座っていくというゲームです。自分の家

族以外のお友達とも関わることができ、子ども達の

緊張も徐々にほぐれていったように思います。  

 

諸注意の後、「おさんぽ」を開始しました。子ど

も達は甲山の地図を見ながら必死にクイズポイント

を探しながら、甲山にいる虫や植物を探すという

「おさんぽミッション」に夢中になっていました。  

「どんぐり見つけた！」「バッタがいたよ！」と

色々なものに興味をもって自然とふれあう子ども達

の姿が印象的でした。ミッションをクリアするごと

にもらえるシールを集め、嬉しそうに甲山を駆け回

る子ども達を見て、私達もたくさんの元気をもらえ

ました！ 

 

お昼ご飯の後はクイズの正解発表とレクリエーシ

ョン、フォトフレーム作りを行いました。 

お散歩をしている途中で拾ったどんぐりや葉っぱ

をつけて、自分だけの素敵なフォトフレームを作っ

ていきました。 

 

 

 

 

 

 

 

フォトフレームを作った後は、クイズの正答率や

おさんぽミッションの達成度、描いてもらった植物

の絵などをもとに、表彰式を行い、終了となりまし

た。 

当日はバタバタしてしまったり、想定できなかっ

たことも起こったりと、たくさんの改善点・反省点

もありましたが、来てくださったみなさんの「楽し

かったよ！」「来てよかった！」という声を聞き、

スタッフ一同感謝の気持ちでいっぱいになりまし

た。参加してくださった皆様、本当に有難うござい

ました。 

 

 

 

 

 

 



 ●西宮の特産品を味わおう 

～子どものもりもりクッキング～● 

 

(日時) 2014年 12月 14日 (日) 

(場所) 甲東公民館 

(参加者) 5名(小学 2～6年生) 

(学生スタッフ) 9名 

 

寒空の中、５人の参加者さんが集まってくれまし

た。はじめの会の時は少し緊張した表情をしなが

ら、皆真剣に話を聞いてくれていました。 

次の学習コーナー①ではオリジナルキャラクター

の「宮子ちゃん」と「博士」を用い、お酒や小松

菜・ネギといった西宮の特産品を知ってもらうた

め、クイズを交えた人形劇を行いました。子どもた

ちは皆、終始集中して劇に聞き入ってくれていまし

た。 

実際に甘酒を飲んでもらったり、酒粕を触ったり

して西宮の特産品である「酒」についての体験学習

の要素も盛り込みました。 

 

学習の後、３つの班に分かれて料理を開始しまし

た。今回はネギの卵焼きと酒粕入りの生姜焼きを作

りました。生姜焼きは酒粕を使ったものと使ってい

ないものとの二種類を作ってもらいました。 

卵が上手くまけた人、キャベツやネギを細く上手

に切れた人、苦手な包丁を頑張ってやりきった人な

ど楽しみながら・苦戦しながら調理を行っていまし

た。早くできた班は他の班を手伝いに行き、皆で協

力して調理を終えることが出来ました。 

 

 出来上がった後は、事前に用意をした小松菜のお

味噌汁もよそい、皆で一緒に「いただきます」をし

て食事をしました。酒粕が入っている生姜焼きと入

っていない生姜焼きで、香りや味や硬さがどう違う

か話し合いながら、美味しく頂きました。 

酒粕の入っているほうがおいしい！やわらかい！

という声が聞こえてきたりして比較して良かったと

感じました。 

  

昼食の感想を各自で発表してもらった後、学習コ

ーナー②として、地産地消についてグループワーク

をしながら学びました。 

どうしたら日本の食料自給率を高くし、フードマ

イレージを下げることが出来るのかということにつ

いて話し合いました。難しいテーマでしたが、子ど

もたちからは、学校で給食に出す野菜を育てる・直

売所で野菜を買う・農家さんを増やしたり、作業効

率を上げて収穫率を増やし、国産を低価格にして国

産を買ってもらえるようにする・国産のものを自発

的に買うようにする・家庭菜園で作る等の意見が出

ました。 

  

 

 

 

最後に、終わりの会をして、解散となりました。 

私たちの対応など至らぬところがたくさんあったと

思いますが、楽しんでくれたようで私たちも嬉しく

思っています。このイベントを通して、知っている

ようで知らない地域のこと、地域の良いところを知

ることで、西宮のことをもっと好きになってもらえ

たら嬉しいです。参加してくださった皆様、本当に

ありがとうございました！！ 

 


